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郁
浩

副

会
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〃

副
団
長

中
田　

和
夫

〃

〃

〃

川
崎　

好
之

広
報
委
員
長
第
８
分
団

団
員

加
辺　

良
輔

東
部
ブ
ロ
ッ
ク
長

第
１
分
団

班
長

小
倉　

俊
秀

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
長

第
９
分
団

団
員

小
澤　
　

亮

西
部
ブ
ロ
ッ
ク
長

第
15
分
団

団
員

増
田　

哲
也

東
部
広
報
委
員

第
２
分
団

班
長

山
口　

正
和

〃

第
３
分
団

団
員

村
越　

俊
幸

〃

第
４
分
団

団
員

酒
井　

敬
司

〃

第
５
分
団

班
長

内
海　
　

輝

〃

第
６
分
団

団
員

波
多
江
大
介

中
部
広
報
委
員

第
７
分
団

班
長

金
子　

謙
輔

〃

第
10
分
団

団
員

中
島　

達
朗

〃

第
11
分
団

班
長

北
村　

裕
哉

〃

第
17
分
団

班
長

種
坂　

晃
一

西
部
広
報
委
員

第
12
分
団

団
員

林　
　

正
大

〃

第
13
分
団

団
員

藤
原　

光
輔

〃

第
14
分
団

団
員

松
村　

憲
一

〃

第
16
分
団

団
員

澤
井　

政
善

〃

第
18
分
団

班
長

牛
島　
　

徹

広
報
委
員
会
名
簿

第
18
分
団

団

員

垣
内 

　  

敦

30
年
勤
続（
１
名
）

本

団

副
団
長

堀
江  

一
男

本

団

副
団
長

川
崎  

好
之

本

団

副
団
長

村
井  

雅
一

第
７
分
団

分
団
長

秋
山  

敏
行

第
12
分
団

分
団
長

佐
伯  

佳
孝

25
年
勤
続（
５
名
）

第
１
分
団

分
団
長

比
留
間 

隆
博

第
３
分
団

部

長

加
藤  

泰
裕

第
５
分
団

副
分
団
長

内
海  

展
行

第
５
分
団

部

長

細
野  

侑
秀

第
５
分
団

団

員

内
海  

敏
文

第
８
分
団

副
分
団
長

久
村  

聡
一

第
８
分
団

班

長

松
本  

健
司

第
13
分
団

分
団
長

林 

　  

雄
一

20
年
勤
続（
８
名
）

第
１
分
団

副
分
団
長

小
林 

　  

誠

第
１
分
団

部

長

比
留
間 

正
吉

第
５
分
団

部

長

内
海  

雄
治

第
５
分
団

班

長

内
海 

　  

輝

第
６
分
団

部

長

松
本 

　  

光

第
６
分
団

班

長

髙
木  

重
幸

第
８
分
団

部

長

堀
江  

将
司

第
９
分
団

副
分
団
長

笹
本  

浩
二

第
９
分
団

班

長

菅
原  

一
修

第
12
分
団

団

員

長
崎  

益
治

第
12
分
団

団

員

川
崎  

元
也

第
15
分
団

分
団
長

森
田  

吉
隆

第
15
分
団

副
分
団
長

小
澤  

直
隆

第
15
分
団

部

長

澤
井  

誠
治

第
15
分
団

団

員

佐
伯  

和
則

第
17
分
団

部

長

濱
口  

敬
之

第
18
分
団

班

長

稲
村  

幸
一

15
年
勤
続（
17
名
）

第
２
分
団

分
団
長

田
中  

一
彦

第
２
分
団

副
分
団
長

原
田   

一

第
２
分
団

副
分
団
長

平
田  

嘉
史

第
３
分
団

団

員

吉
野  

靖
雅

第
４
分
団

班

長

河
内  

大
裕

第
４
分
団

団

員

加
藤  

善
規

第
７
分
団

団

員

小
林  

研
人

第
７
分
団

団

員

藤
島  

裕
也

第
８
分
団

団

員

佐
々
木  

俊

第
８
分
団

団

員

大
清
水  

航

第
９
分
団

団

員

鴨
下  

貴
仁

第
10
分
団

団

員

大
井  

真
一

第
12
分
団

団

員

原
田  

賢
二

第
13
分
団

団

員

北
谷   

豪

第
14
分
団

団

員

本
間   

淳

第
14
分
団

団

員

内
藤  

大
輔

第
16
分
団

団

員

土
屋  

勇
貴

第
18
分
団

団

員

石
井   

修

10
年
勤
続（
18
名
）

第
１
分
団

団

員

遠
藤  

泰
司

第
２
分
団

団

員

中
信  

慶
紀

第
４
分
団

団

員

山
下  

輝
己

第
４
分
団

団

員

石
井  

知
弘

第
６
分
団

団

員

鈴
木  

辰
朗

第
６
分
団

団

員

吉
川  

健
太

第
９
分
団

団

員

池
田  

伊
晴

第
９
分
団

団

員

関
谷  

亮
平

第
９
分
団

団

員

渡
邉  

真
宏

第
10
分
団

団

員

鎌
内  

義
樹

第
10
分
団

団

員

高
橋  

正
悟

第
11
分
団

団

員

奥
井  

大
輔

第
12
分
団

団

員

齋
藤  

優
介

第
13
分
団

団

員

松
島  

貴
志

第
14
分
団

団

員

末
吉  

裕
希

第
17
分
団

班

長

鎌
田  

貴
浩

５
年
勤
続（
16
名
）

府
中
市
消
防
団 

出
初
式

令
和
３
年
１
月
７
日（
木
）　
ル
ミ
エ
ー
ル
府
中

▲高野市長による告示▲本間団長による訓示

　

新
春
恒
例
の
伝
統
行
事
で
あ
る
府

中
市
消
防
団
出
初
式
が
、
令
和
３
年

１
月
７
日
（
木
）
に
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。

　

出
初
式
は
、
消
防
団
の
勇
姿
を
市

民
に
披
露
す
る
と
と
も
に
、
団
員
に

と
っ
て
は
、
日
頃
か
ら
の
訓
練
の
成

果
を
発
揮
し
、
ご
臨
席
い
た
だ
い
た

方
々
か
ら
の
激
励
を
受
け
、
改
め
て

地
域
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
力
を

尽
く
す
こ
と
を
固
く
誓
う
場
で
も
あ

り
ま
す
。

　

本
年
の
出
初
式
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た

め
、
会
場
を
府
中
公
園
か
ら
ル
ミ

エ
ー
ル
府
中
へ
変
更
し
、
消
防
団
に

よ
る
消
防
ポ
ン
プ
車
の
市
内
パ
レ
ー

ド
や
一
斉
放
水
、
睦
消
防
組
に
よ
る

木
や
り
行
進
、
梯
子
の
り
の
実
演
な

ど
は
中
止
し
、
来
賓
招
待
、
一
般
観

覧
を
取
り
止
め
た
ほ
か
、
式
典
内
容

な
ど
を
大
幅
に
縮
小
し
、
消
防
団
関

係
者
（
府
中
市
消
防
団
幹
部
、
府
中

消
防
署
・
府
中
市
の
代
表
者
）
の
み

で
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

出
初
式
で
の
表
彰
状
の
授
与
は
省

略
と
な
り
ま
し
た
が
、
高
野
市
長
か

ら
消
防
団
歴
15
年
の
団
員
の
方
々
に

感
謝
状
が
授
与
さ
れ
、
本
間
団
長
か

ら
、
永
年
勤
続
表
彰
と
し
て
消
防
団

歴
30
年
、
25
年
、
20
年
、
15
年
、
10

年
、
５
年
の
団
員
の
方
々
に
表
彰
状

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

竹
石
府
中
消
防
署
長
か
ら
は
、
優

良
分
団
表
彰
と
し
て
、
第
３
分
団
、

第
６
分
団
、第
12
分
団
、第
13
分
団
、

第
14
分
団
、
第
15
分
団
が
表
彰
さ

れ
、
更
に
東
京
都
三
多
摩
消
防
団
連

絡
協
議
会
か
ら
は
、
優
良
分
団
と
し

て
第
１
分
団
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
消
防
団
員
と
し
て
長
年
ご

活
躍
い
た
だ
き
、
令
和
２
年
３
月
末

日
を
も
っ
て
退
団
さ
れ
た
方
々
に
、

総
務
省
消
防
庁
長
官
表
彰
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
府
中
市
消
防

団
は
、
府
中
市
並
び
に
府
中
消
防
署

と
三
位
一
体
の
連
携
の
も
と
、
市
民

の
皆
様
の
生
命
、
財
産
を
守
る
た
め

の
消
防
団
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
歳
末
特
別
警
戒
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
歳
末
特
別
警
戒
は
、
毎
年
12
月
28
日
〜
30
日
の

３
日
間
で
行
い
、
警
戒
本
部
を
府
中
市
中
央
防
災
セ
ン

タ
ー
に
、
分
所
を
各
防
災
セ
ン
タ
ー
（
分
団
詰
所
）
に

設
置
し
、
消
防
ポ
ン

プ
車
に
て
、
警
戒
区

域
内
に
対
す
る
巡
回

広
報
活
動
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

　

今
年
の
警
戒
に
お

い
て
は
、
市
長
、
都

議
会
議
員
及
び
府
中

消
防
署
長
が
各
防
災

セ
ン
タ
ー
へ
の
巡
察

を
２
日
間
に
分
け
て

行
い
、
各
分
団
に
対

し
て
激
励
の
お
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

▶
団
本
部
に
よ
る
巡
察
の
様
子

歳
末
特
別
警
戒

▼ 

広
報
委
員
長
コ
ラ
ム 

▲

　

お
世
話
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
本
年
度
府
中

市
消
防
団
広
報
委
員

長
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
第
８

分
団
の
加
辺
と
申
し
ま
す
。

　

お
か
げ
様
で
消
防
団
だ
よ
り
も
今
回
53
号
を
迎
え
る
事

と
な
り
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
下

に
お
い
て
色
々
な
制
限
下
で
の
活
動
と
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
活
動
を
怠
る
事
は
断
じ
て
あ
り
え
ま
せ
ん
。

我
々
消
防
団
と
し
て
は
３
密
を
避
け
た
り
、
マ
ス
ク
着
用

等
、
必
要
最
低
限
の
措
置
を
取
り
な
が
ら
市
民
の
安
全
の

為
に
日
々
防
災
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
広
報
誌
で
は
コ
ロ
ナ
禍
で
年
度
行
事
や
会
議
が

な
か
な
か
開
催
で
き
な
い
中
で
皆
で
一
生
懸
命
作
成
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
紙
面
と
な
り
ま
す
。
よ
り
深
く
消
防
団
を

ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
本
間
団
長
を
筆
頭
に
消
防
団
活
動
に
勤
し

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

広報委員長 
第8分団

加辺　良輔

永

年

勤

続

者

表

彰

【
表
彰
を
受
け
て
】

　

こ
の
度
、
府
中
市
消
防
団

永
年
勤
続
表
彰
25
年
を
賜
り

ま
し
た
。

　

平
成
7
年
に
府
中
市
消
防

団
第
８
分
団
に
入
団
を
し
て

以
来
、
多
く
の
地
域
の
方
々

や
団
諸
先
輩
、
同
期
団
員
、

後
輩
団
員
を
は
じ
め
、
多
く

の
市
職
員
、
消
防
署
員
の
皆

様
に
ご
指
導
ご
鞭
撻
、
叱
咤

激
励
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

改
め
て
心
か
ら
深
く
感
謝
と

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
22
年
よ
り
本
団
副
団

長
の
辞
令
を
受
け
、
本
年
で

11
年
目
の
活
動
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
消
防
団
活

動
に
対
し
て
、
愛
す
る
郷
土

の
た
め
微
力
な
が
ら
尽
力
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
引
き
続
き

の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

団
本
部　

副
団
長

堀
江　

一
男



令和 3年 3月発行

　

令
和
2
年
６

月
27
日
に
引
渡

し
式
を
行
い
、

17
分
団
の
ポ
ン

プ
車
が
新
し
く

な
り
ま
し
た
。

　

新
し
い
ポ
ン

プ
車
は
、
オ
ー

ト
マ
チ
ッ
ク

ミ
ッ
シ
ョ
ン
や
液
晶
パ
ネ
ル
に
よ
る

ポ
ン
プ
の
動
作
表
示
な
ど
、
進
歩
し

た
技
術
が
採
用
さ
れ
て
い
て
、
覚
え

第
16
・
17
分
団
の
消
防
ポ
ン
プ
車
が

  

新
し
く
な
り
ま
し
た

■
お
詫
び
と
訂
正

　

令
和
２
年
７
月
発
行
、
消
防
団
だ

よ
り
第
52
号
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す

記
事
に
お
い
て
次
の
と
お
り
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て
訂

正
い
た
し
ま
す
。

▼
「
消
防
団
幹
部
紹
介
」
１
行
目

「
【
分
団
長
】
」
は
、
正
し
く
は

「
【
団
本
部
】
」
で
す
。

▼
「
令
和
元
年
度
中
勤
続
４
年
以
上

で
退
団
さ
れ
た
皆
さ
ん
」
名
簿
中

７
行
目
「
第
５
分
団　

石
井
聡
史
」

は
、
正
し
く
は

「
第
４
分
団　

石
井
聡
史
」
で
す
。

分

団

個

別

訓

練

の

実

施

　

令
和
2
年
7
月
29
日
（
水
）
府

中
消
防
署
内
に
お
い
て
、
規
律
訓

練
（
基
本
礼
式
）
及
び
ロ
ー
プ
の

結
び
方
（
基
本
結
索
訓
練
）
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
為
に
ほ
と
ん
ど

の
訓
練
が
縮
小
も
し
く
は
中
止
に

な
り
、
今
回
の
訓
練
は
数
少
な
い

訓
練
で
、
規
律
訓
練
で
は
団
体
行

動
の
基
本
で
あ
る
礼
儀
姿
勢
な
ど

を
基
本
か
ら
学
び
ま
し
た
。
基
本

結
索
訓
練
で
は
、
災
害
活
動
や
人
命

救
助
活
動
等
に
お
い
て
必
要
と
な
る

も
の
で
そ
の
場
に
よ
っ
て
結
索
方
法

が
変
わ
る
為
そ
の
場
に
応
じ
た
結
索

方
法
を
学
び
ま
し
た
。

　

第
16
分
団
で

は
、
令
和
２
年

６
月
27
日
に
新

型
ポ
ン
プ
車
が

配
備
さ
れ
ま
し

た
。

　

新
型
ポ
ン
プ

車
は
車
体
が
コ

ン
パ
ク
ト
で
、

Ｍ
Ｔ
車
か
ら
Ａ
Ｔ
車
と
な
っ
た
事
で

運
転
し
易
く
な
り
、
流
量
計
の
デ
ジ

タ
ル
化
に
よ
り
数
値
の
確
認
も
し
易

く
な
り
ま
し
た
。

　

ポ
ン
プ
車
の
更
新
に
よ
り
団
員
の

士
気
は
益
々
高
ま
っ
て
お
り
、
よ
り

一
層
日
々
の
訓
練
に
取
り
組
ん
で
い

く
所
存
で
す
。

第
16
分
団　

団
員　
　
　

澤
井　

政
善

る
こ
と
も
多
い
で
す
。

　

早
速
団
員
が
集
ま
っ
て
、
実
際
に

ポ
ン
プ
を
使
っ
て
の
放
水
訓
練
を
行

い
、
点
検
日
に
は
ポ
ン
プ
の
真
空
操

作
、
可
搬
ポ
ン
プ
の
操
作
、
ホ
ー
ス

カ
ー
の
上
げ
下
ろ
し
操
作
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

投
光
器
の
設
置
な
ど
を
練
習
し
て
い

ま
す
。

　

長
い
間
お
世
話
に
な
っ
た
旧
ポ
ン

プ
車
と
の
お
別
れ
は
少
し
さ
み
し
い

想
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、
新
し
い
ポ

ン
プ
車
に
団
員
の
士
気
が
上
が
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

第
17
分
団　

班
長　
　
　

種
坂　

晃
一

　

第
１
分
団
は
、
比
留
間
隆
博
分
団
長
を
筆
頭
と
し
、
20
代
か
ら
40
代
の
会
社
員
や

自
営
業
な
ど
の
総
勢
20
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
警
戒
区
域
は
押
立
町
全
域
で
、

出
動
区
域
は
、
小
柳
町
、
白
糸
台
、
朝
日
町
で
す
。
点
検
は
月
２
回
で
機
材
の
動
作

確
認
や
放
水
訓
練
、
警
戒
区
域
内
の
巡
回
な
ど
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
様
と
協
力
、
連
携
し
消
防
団
活
動
を
行
っ
て
参
り
ま
す
の

で
ご
支
援
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

《第1分団》
　

第
２
分
団
は
、
田
中
一
彦
分
団
長
を
筆
頭
と
し
、
総
勢
26
名
で
活
動
し
て
お
り
ま

す
。
警
戒
区
域
は
白
糸
台
全
域
と
な
り
ま
す
が
、
府
中
市
消
防
団
に
２
台
し
か
な
い

照
明
電
源
車
も
保
有
し
て
い
ま
す
の
で
、
夜
間
の
出
動
範
囲
は
府
中
市
の
半
分
（
ケ

ヤ
キ
並
木
よ
り
東
側
）
と
広
域
に
な
り
ま
す
。
点
検
は
、
月
１
回
全
員
で
集
ま
る
全

体
で
の
点
検
及
び
４
班
に
分
け
て
の
班
点
検
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
の
点
検
・
訓
練
を
通
じ
て
、
府
中
市
、
そ
し
て
地
域
の
防
災
・
減
災
に

貢
献
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
様
と
協
力
、
連
携
し
消
防
団
活
動
を
行
っ

て
参
り
ま
す
の
で
ご
支
援
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

《第2分団》
　

第
４
分
団
は
、
金
井
敦
史
分
団
長
を
筆
頭
に
現
在
24
名
の
分
団
員
で
活
動
し
て
お

り
ま
す
。
若
松
防
災
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
、
警
戒
区
域
で
あ
る
若
松
町
、
浅
間
町
お

よ
び
周
辺
区
域
へ
の
消
防
防
災
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

火
災
予
防
運
動
や
、
日
々
の
訓
練
に
努
め
、
今
後
も
地
域
の
皆
様
の
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
消
防
団
活
動
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

《第4分団》
　

第
３
分
団
は
、
外
崎
敬
大
分
団
長
を
は
じ
め
と
す
る
21
名
で
活
動
し
て
お
り
ま

す
。
警
戒
区
域
は
多
磨
町
、
紅
葉
丘
、
朝
日
町
で
す
。
点
検
は
、
月
３
回
（
2
、

12
、
22
日
）
行
っ
て
お
り
ま
す
。
点
検
活
動
は
、
機
材
の
動
作
確
認
や
放
水
訓
練
、

警
戒
区
域
内
の
巡
回
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
様
、
地
元
町
内
会
、
企
業
の
皆
様
と
協
力
、
連
携
し
、
地

域
住
民
の
安
心
・
安
全
を
守
る
為
に
消
防
団
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

《第3分団》
　

第
５
分
団
は
、
内
海
紘
行
分
団
長
を
筆
頭
に
計
22
名
の
団
員
で
活
動
し
て
お
り
ま

す
。
活
動
警
戒
区
域
は
小
柳
町
で
す
。
毎
週
金
曜
日
を
点
検
日
と
し
、
機
材
の
動
作

確
認
、
放
水
訓
練
、
警
戒
区
域
の
巡
回
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
皆
様
の
安
心
安
全
を
守
る
為
、

消
防
団
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

《第5分団》
　

第
６
分
団
は
、
中
村
善
隆
分
団
長
を
は
じ
め
と
す
る
20
名
で
活
動
を
し
て
お
り
ま

す
。
警
戒
区
域
は
是
政
、
出
動
区
域
は
是
政
を
中
心
に
小
柳
町
、
清
水
が
丘
、
八
幡

町
、
日
吉
町
、
南
町
、
宮
町
で
す
。

　

第
６
分
団
は
府
中
で
は
珍
し
い
神
社
の
境
内
（
是
政
八
幡
神
社
内
）
に
防
災
セ
ン

タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
点
検
は
毎
月
２
回
、
１
日
と
15
日
に
団
員
全
員
に
て
行
っ
て
お

り
ま
す
。
主
に
消
防
ポ
ン
プ
車
両
で
の
放
水
訓
練
、
警
戒
区
域
内
の
巡
回
、
可
搬
ポ

ン
プ
等
の
機
材
点
検
な
ど
を
行
い
日
々
消
防
技
術
の
向
上
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
市
民
の
安
心
安
全
を
守
っ
て
い
け
る
よ
う

に
日
々
の
活
動
を
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

《第6分団》

分 団 紹 介 （東部）

消
防
団
に
つ
い
て

▲農作業中の団員（仕事中）▲防火服の分団長（活動中）

▲放水訓練を行う団員 ▲無線機の点検を行う団員

■消火・救助・
警戒活動

■消防技術に係る
研修・訓練

■地域の防災訓練
指導等

消防団の主な活動

消
防
団
員
へ

　

消
防
団
は
、
市
町
村
の
非
常
勤
の
消
防
機
関
で
あ
り
、
そ
の
構
成
員
で
あ
る
消
防

団
員
は
、
他
に
本
業
を
持
ち
な
が
ら
、
権
限
と
責
任
を
有
す
る
非
常
勤
特
別
職
の
地

方
公
務
員
と
し
て
「
自
ら
の
地
域
は
自
ら
で
守
る
」
と
い
う
精
神
に
基
づ
き
、
消
防

防
災
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
市
民
の
皆
様
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
消
防
団
員
の

こ
と
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

府
中
市
消
防
団
は
府
中
市
に
居
住
・
通
勤
通
学
し
て
い
る
18
歳
以
上
で

健
康
な
方
で
あ
れ
ば
入
団
資
格
が
あ
り
ま
す
。

　

消
防
団
員
に
も
普
段
の
生
活
が
あ
り
、
会
社
員
、
自
営
業
、
農
家
、
学

生
な
ど
様
々
な
業
種
の
方
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
火
災
等
の

災
害
が
発
生
す
る
と
現
場
に
駆
け
つ
け
、
消
火
活
動
等
を
行
い
ま
す
。

　

迅
速
に
消
火
等
を
行
う
為
に
、
月
に
2
回
程
度
で
す
が
各
分
団
の
防
災

セ
ン
タ
ー
（
消
防
団
の
活
動
拠
点
）
に
集
ま
り
放
水
訓
練
や
無
線
機
運
用

の
訓
練
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
、
周
知
さ
れ
て
い
な
い
事
柄
は
多
数
有
り
ま
す
が
、
地
域
の

皆
様
に
は
消
防
団
活
動
に
ご
協
力
を
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

第
15
分
団　

増
田　

哲
也


